
花咲きホールからのお知らせ TEL　36−2323
FAX　36−2777

▶日　時　3月18日（日）　開場13時30分
　　　　　　　　　　　  開演14時
▶入場料　全自由席　500円
▶主　催　和太鼓　高富青雲組

和楽祭2018（wagaku-sai）
〜和太鼓  高富青雲組による創作和太鼓のコンサート〜

チケット好評発売中

▶チケット取扱場所　
　花咲きホール

▶チケット取扱時間
　開館時間　9時～17時
　（閉館・休館日を除く）

山県市役所ロビーコンサート

ランチタイムコンサート
▶日　時　3月23日（金）　正午〜12時45分
▶出演者　チェロとピアノのアンサンブル
　　　　　髙野真穂（チェロ）　伏屋咲希（ピアノ）
▶主　催　花咲きホール、花咲きホールボランティア

図
書
館
か
ら
のお

知
ら
せ

高
富
公
民
館
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す

問
℡
36
︱
3
3
3
9

図
書
館
上
映
会

　
シ
ア
タ
ー
セ
ッ
ト
で
子
ど
も
向
け
Ｄ
Ｖ

Ｄ
無
料
上
映
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　
3
月
25
日（
日
）　
14
時
〜

▼
ア
ニ
メ　
「
ピ
ノ
キ
オ
」（
88
分
）

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集
中

　
図
書
館
で
は
、
図
書
館
利
用
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
る
た
め「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
雑
誌
の
購
入
費
用

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
購
入
雑

誌
の
最
新
号
カ
バ
ー
表
面
に
ス
ポ
ン
サ
ー

名
称
、
裏
面
に
ス
ポ
ン
サ
ー
広
告
を
表
示

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
図
書
館
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

古
本
を
お
譲
り
し
ま
す

　
購
入
後
の
年
数
が
経
過
し
た
本
や
紙
質

の
劣
化
し
た
本
を
無
料
で
お
譲
り
し
て
い

ま
す
。（
絵
本
・
児
童
書
を
除
く
）

第
３
回
聴
い
て
知
っ
て
活
か
す

コ
ン
サ
ー
ト

意
外
と
知
ら
な
い
音
楽
の
エ
ト
セ
ト
ラ

▼
日
時　
3
月
10
日（
土
）

　
　
　
　
開
場
13
時
30
分　
開
演
14
時

▼
場
所　
高
富
公
民
館
1
階
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　
無
料（
全
席
自
由
）

　
　
　
　
※
要
整
理
券

▼
出
演　
小
池
準
一（
テ
ュ
ー
バ
）

　
　
　
　
鷲
見
夏
子（
フ
ル
ー
ト
）

　
　
　
　
藤
田
富
士
子（
シ
ャ
ン
ソ
ン
）

　
　
　
　
松
井
裕
樹（
ピ
ア
ノ
）

▼
主
催　
山
県
市
舞
台
芸
術
振
興
会

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

第
１
部　
フ
ラ
ン
ス
の
名
曲

第
２
部　
意
外
と
知
ら
な
い

　
　
　
　
　

   

音
楽
の
ひ
・
み
・
つ
！

　
　
　
　
シ
ャ
ン
ソ
ン
っ
て
？

　
　
　
　
み
ん
な
が
思
う
素
朴
な
疑
問
？

問
山
県
市
舞
台
芸
術
振
興
会（
杉
田
）

　
℡
０
９
０
︱
３
９
３
３
︱
５
８
７
８
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古田紹欽記念館からのお知らせ TEL　36−1023

美しく生きることを生涯追求した古田紹欽さんが私たちに問いかけるものとは…？
紹欽さんの

● 

今
月
の
ひ
と
こ
と
　

「
挫
折
と
向
き
合
う
」

　
紹
欽
さ
ん
は
、
幼
い
頃
に
父
親
が

亡
く
な
っ
た
た
め
伊
自
良
に
あ
る
東

光
寺
に
養
わ
れ
ま
し
た
が
、
実
家
が

近
く
て
は
よ
い
小
僧
に
な
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
今
度
は
郡
上
に
あ
る

慈
恩
寺
に
養
わ
れ
、
人
生
の
苦
難
を

乗
り
越
え
て
き
た
人
で
す
。

　
紹
欽
さ
ん
は
、「
挫
折
は
誰
に
だ
っ

て
あ
り
得
る
。
物
事
は
順
調
な
過
程

ば
か
り
辿た

ど

り
得
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り

得
な
い
。
挫
折
が
あ
っ
て
こ
そ
困
難

に
耐
え
得
る
根
性
が
養
わ
れ
る
の
で

あ
り
、
倒
れ
た
ら
須す

べ
か

ら
く
起
き
上
が

る
べ
き
で
あ
る
。
安
易
に
他
の
扶
を

求
め
て
は
な
ら
な
い
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。

　
人
は
挫
折
と
失
敗
を
繰
り
返
し
な

が
ら
成
長
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

か
。

　
誰
も
が
順
調
な
道
を
歩
い
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
挫
折
や
失

敗
を
し
た
と
き
、
そ
こ
か
ら
立
ち
直

り
、
自
分
の
道
を
一
歩
一
歩
前
進
す

る
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

参
照
／
燃
ゆ
ら
ん
花
の
美
し
さ

　
　
　
︱
日
々
是
れ
好
日
︱ 

　記念館では、小中学生を対象にした子どもお
茶教室を毎月第２土曜日（年10回）に、開催し
ています。

　裏千家から茶道の講師を迎え、抹茶の飲み方
から茶道の心得、基本的な作法、和室での所作
などを学びます。現在、25人の小学校低学年
から中学生までの子どもたちが在籍し、稽古を
行っています。初めは、抹茶の飲み方も分から
なかった子どもたちが、稽古により所作を身に
付けることができます。

　稽古を受けた子どもたちは、記念館で開催す
るお茶会で「お運び」を行い、成果の場として活
躍しています。また、年度の最後には、裏千家
の家元からの奨励証を受けることができます。

　平成30年度の募集を広報4月号に掲載予定で
す。興味のある人は、この機会に、日本の文化
である「茶道」を習ってみませんか。

■ 子どもお茶教室
　　茶道の基本を学びながら　楽しく体験してみませんか？
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